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（
質
問
の 

三
） 

答

弁

第

三

号 

   

衆
議
院
議
員
田
中
武
夫
君
提
出
中
小
企
業
に
対
す
る
官
公
庁
の
需
要
発
注
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
四
九
第
三
号 

昭
和
四
十
年
八
月
十
日 

衆

議

院

議

長 
船 

田 
 

中 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

佐 

藤 

榮 

作 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
田
中
武
夫
君
提
出
中
小
企
業
に
対
す
る
官
公
庁
の
需
要
発
注
に
関
す
る
質
問
に
対
す 

る
答
弁
書 

一 

中
小
企
業
の
需
要
増
大
策
の
一
環
と
し
て
、
官
公
庁
の
物
品
等
の
調
達
に
際
し
中
小
企
業
者
に
受
注
の
機
会

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
。 

(一 ) 

中
小
企
業
団
体
と
懇
談
会
を
開
催
す
る
等
に
よ
り
、
官
公
需
に
関
す
る
問
題
点
、
苦
情
等
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
随
時
関
係
官
公
庁
の
契
約
担
当
官
か
ら
な
る
官
公
需
対
策
協
議
会
を
設
け
、
そ
の
改
善
方
を
要
請

し
て
い
る
。 

(二 ) 

ま
た
、
中
小
企
業
者
に
契
約
手
統
き
、
発
注
方
法
、
契
約
方
法
等
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
、
中

央
官
公
庁
、
主
要
地
方
公
共
団
体
の
実
態
を
「
官
公
需
契
約
の
手
引
き
」
と
し
て
ま
と
め
、
こ
れ
を
商
工
会
議

所
、
中
央
会
等
の
中
小
企
業
団
体
に
配
布
し
て
い
る
。 



二 

昭
和
三
十
九
年
度
に
お
い
て
中
央
官
公
庁
、
特
別
区
、
都
道
府
県
お
よ
び
主
要
都
市
に
つ
い
て
調
査
し
た
三

十
八
年
度
の
調
達
実
績
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

(三 ) 
な
お
、
通
達
に
つ
い
て
は
昨
年
四
月
九
日
別
紙
の
と
お
り
主
要
官
公
庁
に
対
し
要
望
し
て
い
る
。 
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品 

四
三
二
、
七
五
八 

 
 

三
三
六
、
六
二
六
、
七
四
六 

 

三
二
七
、
六
一
三 

 

一
〇
四
、
一
五
九
、
二
〇
〇 

そ 

の 

他 
 

一
八
、
四
四
五 

 
 

 

三
二
、
九
五
一
、
二
七
二 

 
 

一
三
、
三
七
〇 

 
 

一
〇
、
九
四
九
、
六
九
二 

製 
 

 

造 
 

一
一
、
〇
五
四 

 
 

 

六
七
、
五
七
五
、
五
九
三 

 
 

 

五
、
八
四
三 

 
 

一
三
、
〇
四
六
、
八
〇
九 

工 
 

 

事 

三
二
一
、
一
五
一 

 
 

七
九
三
、
九
七
一
、
二
八
四 

 

一
六
五
、
五
九
三 

 

四
一
〇
、
六
四
二
、
二
四
一 

合 
 

 

計 

六
八
三
、
四
〇
八 

一
、
二
三
一
、
一
二
四
、
八
九
五 

 

五
一
二
、
四
一
九 

 

五
三
八
、
七
九
七
、
九
四
二 

 
 

な
お
、
三
十
九
年
度
実
績
に
つ
い
て
は
四
十
年
度
に
お
い
て
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
。 

件 

数 
 

 
 

 
 

金
額(

百
万
円) 
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金
額(

百
万
円) 

合 
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中 
 

小 
 

企 
 

業 

（
七
五
％
）

四 

（
四
三
％
）

 



三 

来
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
民
間
団
体
と
の
懇
談
会
を
設
置
す
る
等
に
よ
り
、
中
小
企
業
者
が
受
注
す

る
際
の
隘
路
、
苦
情
等
を
把
握
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
関
係
官
公
庁
に
対
し
競
争
参
加
者
の
資
格
要
件
、
発
注
手

続
、
発
注
方
法
等
の
改
善
に
つ
き
、
要
望
す
る
と
と
も
に
、
契
約
手
続
、
方
法
等
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
わ
か

り
易
い
解
説
書
を
作
成
し
、
中
小
企
業
者
に
そ
の
周
知
徹
底
を
図
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

  

四
十
年
度
予
算
の
執
行
に
あ
た
つ
て
は
一
に
述
べ
た
措
置
を
講
じ
つ
つ
中
小
企
業
向
け
受
注
機
会
の
増
大
に

努
め
て
い
る
。 

こ
う
し
た
方
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
漸
次
中
小
企
業
か
ら
の
調
達
比
率
を
高
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

五 

 



中
小
企
業
の
官
公
需
の
受
注
機
会
の
確
保
等
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
中
小
企
業
基
本
法
第
二
十
条
の
規
定
の

趣
旨
に
か
ん
が
み
、
予
算
決
算
及
び
会
計
令(

昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
一
六
五
号)

の
運
用
に
あ
た
り
各
省
各
庁
が

行
な
う
工
事
、
製
造
、
物
件
の
買
入
れ
そ
の
他
の
契
約
に
関
し
て
で
き
る
だ
け
中
小
企
業
に
受
注
機
会
を
与
え
る

等
中
小
企
業
の
官
公
需
受
注
の
増
大
の
た
め
の
配
慮
方
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、
中
小
企
業
の
総
合

的
な
振
興
対
策
の
一
環
と
し
て
、
中
小
企
業
製
品
の
需
要
の
増
進
を
図
る
た
め
、
各
省
各
庁
の
長
が
定
め
る
競
争

参
加
者
の
資
格
基
準
、
発
注
方
法
、
発
注
手
続
等
の
改
善
に
よ
り
い
つ
そ
う
中
小
企
業
の
官
公
需
受
注
が
増
大
す 

（
別
紙
）
三
十
九
企
庁
第
三
五
九
号 

昭
和
三
十
九
年
四
月
九
日 

 

各
省
庁
事
務
次
官
あ
て 

中
小
企
業
の
官
公
需
の
確
保
等
に
つ
い
て 

中
小
企
業
庁
長
官 

七 

 



 

八 
る
よ
う
貴
省(

庁)

の
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
貴
省(

庁)

に
お
け
る
調
達
物
品
等
の
全
部
も
し
く
は
一
部
が
下
請
中
小
企
業
者
の
製
造
加
工
等
に
係
る

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
支
払
に
あ
た
り
、
契
約
の
相
手
方
に
対
し
、
当
該
下
請
中
小
企
業
者
に
対
す
る
支
払

を
促
進
す
る
よ
う
指
導
方
を
お
願
い
し
ま
す
。 




